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 本論文は、現代日本語の可能表現について、可能形式をもたないものの可能の意味を表す自
動詞文を無標識可能文と位置づけ、それを可能形式をもつ通常の可能文である有標識可能文と
対比し、両者の性格・関係性を明らかにするものである。論の全体は序論 3 章・本論 6 章・結





 本論においては、まず無標識可能文について、無対自動詞によるもの（第 4 章）と有対自動
詞によるもの（第 5 章）に分け、両者それぞれにつき、その種類と無標識可能文としての成立
条件、および成立条件の満たし方の類型を明らかにしている。 










 最後に、結論において、以上のまとめをおこなった上で（第 10 章）、本論文の意義と今後の
展望を述べている（第 11章）。 
 これまで無標識可能文についての研究は、必ずしも積極的にはおこなわれず、有標識可能文
との関係についても考えられてこなかった。本研究は、無標識可能文の種類をもとにその成立
条件を明らかにし、同時に、意志性にもとづいた有標識可能文の新しい分類を提示しつつ、無
標識可能文と有標識可能文との関係を明らかにした。また、現代日本語における可能文の成立
条件を統一的に示すことに成功した。この成果は現代日本語文法論の進展に大いに寄与するも
のであるといえる。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと
認められる。 
 
